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第82号（２面）２０１１年１２月２１日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





****************************************************************








交流コーナー





多摩川九条の会


　二〇一二年二月二六日（日）十三時半～十六時、テーマ＝これで未来を守れますか･･子どもたちに豊かな社会保障を引き継ぐために、お話＝任海千衛さん（調布社会保障推進協議会会長）、於・多摩川児童館(京王多摩川駅北高架下徒歩五分)、資料代二〇〇円 ▼連絡先 ４８６-３５１２古川


---------------


◆市内の九条の会の情報をお寄せ下さい


 ▼Ｅメール


 choufu9jou@yahoo.co.jp


　 ▼郵送 〶182-0025


 調布市多摩川６-12-６ 


　　　　　　 鈴木気付





================





通信費カンパご報告とお礼


　八月に調布「憲法ひろば」にゅーすの郵送とともに「通信費カンパ」のお願いをいたしましたが、一二月二一日現在、七三人の方から一五万九四六〇円のご厚志をお寄せいただいています。厚く御礼申し上げます。


（「憲法ひろば」事務局）














　◆･･堀尾先生の歌声がすばらしく、びっくりしました。堀尾先生のお母さんと歌手・田端義夫さんとのエピソードなど掘尾先生のご家族とその時代のかかわりは、なかなか聞けない話がたくさんあって、「へえ・・」と、何度も思いました。「押し付け憲法論」に対しての歴史的事実のお話も多くの人に話したくなりました。戦前戦後の時代に生きた作詞家・西條八十に興味を持ちました。良くも悪くも音楽の影響力の偉大さを感じました。


　　　　（渋谷区・鈴木）


　◆･･一九三三生まれの堀尾先生の自分史を聞かせてもらいました。「軍国少年」だったことや、その頃の世の中の状況が良く分かりました。「神国日本は負けない」「正義の戦争だと思っていた」など教育や環境の及ぼす影響の大きさを考えさせられました。ベートーベンの交響曲第九番（合唱付）と日本の憲法九条の九が重なると言う話は興味深かった。世界が平和であれば第九の「歓喜のうた」も気分良く歌えるだろう。それにしても話をしながら歌うってすごいですね。先生は十二月一日に第九を歌ったとのことですので次の機会にはソロの部分のひと節を聞かせていただきたいと思いました。（柴崎　日置節子）


　◆･･堀尾先生のお話を伺って私の幼少時代を鮮やかに思い出しました。先生は軍国少年だったとおっしゃいましたが、私の知っている限りでは、軍国少年、軍国少女でない人はいなかったのではないかと思うほど徹底していました。先生は、詩や歌によって戦う気持ちを鼓舞するものだけではなく、複雑な気持ちを表したものをも示されました。全体を通して、時代の重圧で同調せざるを得なかった人たちへも温かな気持ちで接しておられるように思いました。教育が政治に従属させられた反省から生まれたはずの憲法が危うくなっているのはただならぬ事態だと、改めて痛感しました。


　　　（小島町　関口暢子）
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◆お話：石川 康子さん 調布「憲法ひろば｣世話人


●日時：2月18日(土)13時半～


●場所：あくろす第３研修室 ＜資料代300円＞





◆お話：大石 又七さん 第五福竜丸元乗組員


●日時：3月18日(日)13時半～


●場所：たづくり1001号室 ＜資料代300円＞





第68回例会


11年12月10日











◆お話：古橋 研一さん 郷土史家､調布国領町在住


●日時：1月14日(土)13時半～


●場所：あくろすホール１ ＜資料代300円＞





　十一月十九日（土）神田の教育会館で九条の会全国交流集会が開かれました。午前中は大江健三郎、奥平康弘、澤地久枝さんらが話されましたが、私は残念ながら聴けませんでした。午後には分科会と分散会が行われ、私の出席した会は五人ほどの報告者が発言をして会場の質問を受けました。全国各地域で九条の会が土地の実情に合わせて成長している様子が報告されました。


　井の頭線沿いに井の頭九条の会があるそうです。杉並区の九条の会の中心のようですが、杉並公会堂を使うような催しは杉並九条の会が行いそれぞれの地域では個人宅に集まるような親密な催しをしているようです。浜田山の会は、会則も会費もなく、役員代表もいないという、基本的に調布の会の運営と同じやり方です。杉並区は中村哲氏の講演会で成功したそうです。調布は最近大きな集会には成功していないと思いました。


　東北を中心に首長や元首長の「会」が成長していて全国にネットを広げたいと言っておられました。非核都市宣言市長の会のように広がるといいなあと思いました。なんといっても沖縄からの報告は辺野古に新しい基地を作らせないということです。アメリカ軍の上陸と日本軍の狂気の狭間で苦しんだ沖縄の人びとは、米軍基地は県外にと一歩も譲らない姿勢です。来年の全国交流集会は日比谷公会堂で九月二十九日に開く事が決められています。　（大野哲夫）








